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こ
の
度
、
河
村
信
幸
組
合
長
の
後
任
と
し
て
、
第
72

回
通
常
総
会
で
承
認
い
た
だ
き
、
５
月
13
日
の
臨
時
理

事
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
、
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
11
年
よ
り
一
般
理
事
に
就
任
し
、
20
年
に

亘
り
理
事
を
務
め
、
前
任
期
に
は
副
組
合
長
理
事
と
し

て
河
村
組
合
長
の
職
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
17
年
と
い
う
長
い
間
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太

田
を
運
営
・
牽
引
し
て
来
ら
れ
た
、
河
村
組
合
長
の
功

績
は
非
常
に
大
き
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
が
、
20
年
間
の
理
事
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、

全
力
を
挙
げ
て
職
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
並
び
に
役
職
員
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
本
年
２
月
に
は
日
欧
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
も
発

効
さ
れ
、
日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
な
ど
国
際

情
勢
が
加
速
す
る
中
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

で
き
る
地
域
農
業
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
令
和
元
年
度
の
目
標
生
乳
生
産
量
を
達

成
し
、
安
定
的
な
生
産
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も

に
、
消
費
者
へ
安
全
・
安
心
な
良
質
乳
を
出
荷
す
る

た
め
、
飼
養
管
理
態
勢
の
強
化
に
も
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
決
議
さ
れ
た
、

農
業
所
得
の
拡
大
と
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

積
極
的
に
取
組
む
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
運
営
面
に
お
い
て

は
将
来
を
見
据
え
た
事
業
利
益
確
保
や
、
地
域
振
興
計

画
の
目
標
達
成
に
向
け
課
題
解
決
に
取
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
追
い
風
ば
か
り
と
は
限

ら
ず
、
向
か
い
風
や
横
風
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
荒
波
を
新
し
い
役
員
体
制
で
乗
り
越
え
、
組
合
運
営

の
舵
取
り
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
あ
り
ま
す
が
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
、Ｊ
Ａ
と
し
て
の
協
同
の
力
を
発
揮
し
、

健
全
経
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任のあいさつ

釧
路
太
田
農
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
徳
　
田
　
善
　
一

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬
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組
合
員
の
皆
様
、
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
旧
釧
路
太
田
農
協
時
代
よ
り
、
一
般

理
事
を
12
年
、
代
表
副
組
合
長
理
事（
常
勤
）と
し
て
９

年
、
ま
た
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
17
年
間
皆
様
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
務
め
て
来
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
経
営
上
の
諸
問
題
、
町
内
２
Ｊ
Ａ
合
併
の

問
題
、
酪
農
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
数
々
の
課
題

や
苦
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
や
関
係
者
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
乗
り
越
え
て
来
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
当
組
合
の
第
72
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、

役
員
改
選
に
よ
り
、
私
を
含
め
て
４
名
の
理
事
が
交
代

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
公
私
に
わ
た
り
、
多
く
の
皆
様
の
ご
厚
情

を
賜
り
な
が
ら
組
合
長
の
職
を
全
う
出
来
ま
し
た
事
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
運
営
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
環
境
に
お
か

れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
役
職
員
並
び
に
関

係
各
機
関
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
釧
路
太
田

農
業
協
同
組
合
の
更
な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
５
日
㈬
に
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て
、
臨

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
を
徳
田
組
合
長
に
い
た
だ
き
、
議
長
に
は
佐

藤
友
克
氏
に
選
任
さ
れ
、
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
議
案
「
退
任
役

員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」
で

あ
り
、
事
務
局
よ
り
退
任
理
事
４
名
の
対
す
る
支
給
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議
案
は
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

徳田　善一 組合長

佐藤　友克 議長

臨時総会臨時総会
令和元年度

任のあいさつ退
釧路太田農業協同組合
　　前代表理事組合長
　　　河　村　信　幸

釧路太田農業協同組合
　　前代表理事組合長
　　　河　村　信　幸



4

　

令
和
元
年
６
月
１
日
㈯
に
、
尾
幌
地
区
の
獣
魂
碑
並

び
に
太
田
地
区
の
獣
魂
碑
前
に
て
、
日
ご
ろ
生
活
の
糧

に
犠
牲
に
な
っ
た
牛
や
馬
た
ち
の
存
在
を
再
認
識
し
慰

霊
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
恵
み
に
感
謝
す
る
た
め
、

釧
路
太
田
獣
魂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

獣
魂
祭
は
、
牛
や
馬
た
ち
に
お
供
え
す
る
祭
壇
前
に

て
、
神
職
に
よ
る
修
祓
に
始
ま
り
、
祝
詞
奏
上
の
儀
、

玉
串
拝
礼
を
参
列
者
が
行
な
い
、
昇
神
の
儀
が
執
り
行

な
わ
れ
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

獣
魂
祭
に
は
、
厚
岸
町
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ク
レ

ン
、
共
済
組
合
並
び
に
農
業
関
連
団
体
の
各
団
体
長
を

は
じ
め
、
各
地
域
の
代
表
者
な
ど
50
名
ほ
ど
の
関
係
者

が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
獣
魂
祭
の
祭
主
で
あ
る
釧
路
太
田
酪
農
振

興
会
会
長
の
片
野　

博
次
氏
よ
り
、
牛
馬
に
感
謝
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
粗
飼
料
収
穫
の
豊
作
の
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
、
参
列
者
と
牛
乳
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

尾幌地区　畜魂碑

▶「
牛
乳
で
乾
杯
」
片
野
振
興
会
長

▶「
玉
串
拝
礼
」
徳
田
組
合
長

釧路太田

太田地区　牛馬魂碑

獣魂祭獣魂祭
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令
和
元
年
６
月
１
日
㈯
に
、
太
田
活
性
化
施
設
「
ら

く
と
ぴ
あ
」
に
て
、
第
28
回
釧
路
太
田
酪
農
振
興
会
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
片
野
委
員
長
が
開
会
の
挨
拶
を
さ
れ

た
あ
と
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
の
徳
田　

代
表

理
事
組
合
長
及
び
ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所
の
小
澤
次
長
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
加
藤
雄
大
氏
が
指
名
さ
れ
総
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
は
、
第
１
号
議
案
「
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
の
承
認
」、
第
２
号
議
案
「
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
書
の
承
認
」
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が

あ
り
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
「
役
員
の
選
任
」
は
、
別
記
の
通
り
選

任
さ
れ
、
新
し
い
役
員
体
制
に
な
り
、
活
動
し
て
行
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、第
６
回
目
を
迎
え
る「
酪
農
祭
」が
、

９
月
14
日
㈯
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
同
様
に
、

良
質
乳
出
荷
に
対
し
奨

励
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
菌
数
の
部
門
・

体
細
胞
の
部
門
で
各
30

名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、

そ
の
ご
苦
労
と
成
果
を

称
え
、
報
奨
金
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、「
あ
っ
け
し
極

み
る
く
65
」
を
は
じ
め
と
す
る
良
質
乳
出
荷
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

当
地
区
の
酪
農
振
興
の
充
実
の
た
め
に
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
方
と
振
興
会
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
旨
の
あ
い
さ
つ
に
よ
り
、
盛
会

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
焼
肉
ハ
ウ
ス
に
て
、
来
賓
を
は
じ
め
組
合

員
や
事
務
局
全
員
で
、
牛
馬
に
感
謝
の
意
を
表
し
親
睦

を
深
め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
新
役
員
体
制

水
　
谷
　
　
　
晃

佐
　
藤
　
仁
　
昭
・
兵
　
頭
　
　
　
剛

河
　
村
　
芳
　
則
・
柿
　
崎
　
　
　
徹

佐
　
藤
　
友
　
克
・
石
　
倉
　
一
　
之

橋
　
本
　
隆
　
幸
・
佐
々
木
　
　
　
操

鹿
　
能
　
信
　
幸
・
中
　
町
　
友
　
幸

佐
　
藤
　
　
　
憲
・
沢
　
口
　
修
　
一

福
　
井
　
好
　
三
・
村
　
田
　
吉
　
盛

小
野
寺
　
竜
之
助
・
寺
　
島
　
亜
矢
子

中
　
山
　
小
百
合

会
　

長

副
会
長

監
　

事

理
　

事

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

▶「
開
会
挨
拶
」
片
野
会
長

▶
加
藤
議
長

▶「
閉
会
挨
拶
」
水
谷
副
会
長

釧路太田酪農振興会釧路太田酪農振興会
通 常 総 会通 常 総 会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令
和
元
年
６
月
７
日
㈮
の
午
前
・
午
後
に

２
会
場
で
農
家
向
け
の
コ
ン
ト
ラ
事
業
打
合

せ
会
議
が
実
施
さ
れ
、
キ
ザ
ミ
サ
イ
レ
ー
ジ

調
整
作
業
の
注
意
事
項
や
日
程
な
ど
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
５
時
過
ぎ
よ
り
、Ｊ
Ａ
の
農

業
機
械
格
納
庫
内
に
お
い
て
、
農
作
業
の
事

故
防
止
と
好
天
に
よ
り
良
質
粗
飼
料
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
の
コ
ン
ト
ラ
委
託
業
者
社
長
を
は
じ

め
作
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
30

名
ほ
ど
の
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
コ
ン

ト
ラ
作
業
に
係
る
作
業
体
制
や
、
人
員
配
置

な
ど
最
終
調
整
の
た
め
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

会
議
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
よ
り
牧
草
収
穫
作
業
も
始
ま
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
順
調
に
作
業
が
進
む
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
18
日
よ
り
、
町
内
で
17
戸
、

　

作
付
総
面
積
約
２
８
７
ｈ
ａ
の
圃
場
に
お

い
て
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
播
種
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

露
地
栽
培
の
ほ
か
、
サ
ム
コ
栽
培
に
よ
る

農
家
も
、Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
な
ど
で
播
種
作
業

を
行
な
い
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

播
種
後
は
、
雨
も
少
な
く
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
６
月
20
日
現
在
で
は
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
天
候
が
収
量
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
し
、
台
風
も
心
配
で
す
が
、
ま
ず
は

大
き
く
成
長
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
18
日
よ
り
、
町
内
で
17
戸
、

　

作
付
総
面
積
約
２
８
７
ｈ
ａ
の
圃
場
に
お

い
て
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
播
種
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

露
地
栽
培
の
ほ
か
、
サ
ム
コ
栽
培
に
よ
る

農
家
も
、Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
な
ど
で
播
種
作
業

を
行
な
い
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

播
種
後
は
、
雨
も
少
な
く
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
６
月
20
日
現
在
で
は
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
天
候
が
収
量
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
し
、
台
風
も
心
配
で
す
が
、
ま
ず
は

大
き
く
成
長
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

コントラ事業各種会議コントラ事業各種会議

デントコーン播種デントコーン播種

▲オペレーター会議 ▲農家向けコントラ会議（尾幌） ▲農家向けコントラ会議（太田）

▲農作業安全祈願祭
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令
和
元
年
６
月
10
日
㈪
に
は
、
太
田
草
地
利
用
組
合

と
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
共
同
草
地
の
草
地
査
定
調
査
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
利
用
組
合
の
草
地
利
用
面
積
が
４
１
２
ｈ
ａ
、

Ｊ
Ａ
の
草
地
利
用
面
積
が
１
８
０
ｈ
ａ
を
配
分
し
収
穫

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告
で
は
、
釧
路
太
田
管
内

の
収
穫
開
始
（
出
穂
始
め
）
は
６
月
15
日
頃
と
例
年
よ

り
早
い
予
想
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
品
質
の
良
い
粗
飼
料
が
収
穫
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
10
日
㈪
に
は
、
太
田
草
地
利
用
組
合

と
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
共
同
草
地
の
草
地
査
定
調
査
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
利
用
組
合
の
草
地
利
用
面
積
が
４
１
２
ｈ
ａ
、

Ｊ
Ａ
の
草
地
利
用
面
積
が
１
８
０
ｈ
ａ
を
配
分
し
収
穫

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告
で
は
、
釧
路
太
田
管
内

の
収
穫
開
始
（
出
穂
始
め
）
は
６
月
15
日
頃
と
例
年
よ

り
早
い
予
想
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
品
質
の
良
い
粗
飼
料
が
収
穫
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
24
日
㈮
〜
28
日
㈫
の
４
日
間

に
わ
た
り
、
厚
岸
町
営
牧
場
と
Ｊ
Ａ
牧
野
へ
の

一
斉
入
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
は
５
月
の
北
海
道
と
し
て
は
初
の
猛
暑

日
で
、
厚
岸
町
太
田
で
も
34・３
度
が
観
測
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
猛
暑
の
中
、
今
年
の
入
牧
頭
数
は
、

町
営
牧
場
に
お
い
て
は
約
７
８
０
頭
、
Ｊ
Ａ
牧

野
に
お
い
て
は
約
１
６
０
頭
の
育
成
牛
が
入
牧

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
多
く
の
育
成
牛
た
ち

は
、
青
々
と
し
た
放
牧
地
で
、
お
い
し
い
草
を

食
べ
、
10
月
末
こ
ろ
に
大
き
く
育
っ
て
自
宅
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

共同草地査定調査共同草地査定調査

町営牧場、JA牧野へ！町営牧場、JA牧野へ！

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

育成牛一斉入牧
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令
和
元
年
６
月
９
日
㈰
〜
12
日
㈬
の
旅
程
に
て
、
受
入
農

家
代
表
２
名
と
事
務
局
に
よ
り
、
本
年
12
月
入
国
予
定
者
に

対
す
る
現
地
面
接
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
）
の
送
出

機
関
プ
ロ
デ
ン
シ
ャ
ル
事
務
所
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
入
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、14
戸（
新
規
受

入
３
戸
）16
名
を
予
定
し
、既
に
送
出
機
関
に
よ
り
募
集
さ
れ

た
64
名
の
バ
イ
オ
デ
ー
タ
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
面
接
動
画
を

受
入
農
家
に
配
付
し
て
人
選
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
６
月
５
日
㈬
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て
、
人
選
会
議
を

行
い
、
仮
の
人
選
を
決
定
し
て
当
日
の
面
接
に
望
み
ま
し
た
。

 

現
地
面
接
日
は
10
日
で
あ
り
、
当
日
欠
席
も
あ
っ
た
中
で
、

総
勢
61
名
を
対
象
に
動
機
や
印
象
等
を
確
認
し
な
が
ら
面
接

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

そ
の
中
で
、
16
名
の
本
候
補
者
及
び
８
名
の
補
欠
候
補
者

を
確
定
し
て
き
ま
し
た
。

 

今
後
の
、
入
国
の
た
め
の
書
類
整
備
等
を
行
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
入
国
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
７
日
㈮
午
前
11
時
よ
り
、
太
田
農
村
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
主

催
に
よ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
は
小
雨
も
降
る
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
本
年
の

大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
役
員
を
は
じ
め
、

地
域
の
酪
農
後
継
者
や
酪
農
実
習
生
、
事
務
局
含
め
、
総

勢
20
名
が
参
加
さ
れ
、
最
後
ま
で
面
白
お
か
し
く
、
笑
い

あ
り
の
楽
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
の
結
果
は
、

　
　

男
性
の
部　
　

宮
本　

一
男
さ
ん

　
　

女
性
の
部　
　

中
山　

ゆ
い
さ
ん

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ス
コ
ア
は
ほ
と
ん
ど

差
が
な
い
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
Ｍ
＆
Ｍ
夢
工
房
の
焼
肉
ハ
ウ
ス
で
の
懇
親
会

で
は
２
名
を
加
え
、
総
勢
22
名
に
て
美
味
し
い
牛
肉
や
牡

蠣
等
の
海
産
物
を
食
べ
て
心
も
体
も
温
ま
り
、
酪
農
の
話

は
も
と
よ
り
、
プ
レ
ー
の
失
敗
談
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
秘

話
ま
で
飛
び
出
し
、
酪
農
実
習
生
と
酪
農
青
年
達
と
の
、

楽
し
い
交
流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

外国人技能実習生受入協議会

フィリピン
現地訪問面接

外国人技能実習生受入協議会

酪農実習生受入協議会

フィリピン
現地訪問面接

パークゴルフ大会パークゴルフ大会

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬
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令
和
元
年
６
月
３
日
㈪
〜
４
日
㈫
の
１
泊
２
日
で
富
良
野
市
方
面
へ
、
部
員
12
名
、

事
務
局
２
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
富
良
野
市
に
あ
る
「
グ
ラ
ス
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ
ｎ
富
良
野
」
で
ガ
ラ
ス

細
工
の
体
験
を
予
定
と
し
て
お
り
、
農
協
前
を
10
時
出
発
と
し
、
途
中
に
十
勝
平
原
な

ど
で
休
憩
・
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
15
時
に
は
目
的
地
に
到
着
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
お
出
迎
え
し
て
く
だ
さ

り
早
速
ガ
ラ
ス
細
工
の
体
験
に
入
り
ま
し
た
。

　

体
験
内
容
と
し
て
は
、
予
め
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
、
好
き
な
模
様
を
施
し
た
グ

ラ
ス
作
り
や
、
数
種
類
の
中
か
ら
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
選
び
、
写
真
立
て
台
の
中
に
ガ

ラ
ス
の
砂
を
貼
り
付
け
た
グ
ラ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
、
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
の
中
に

ガ
ラ
ス
の
小
物
を
飾
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ド
ー
ム
作
り
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
中
は
と
て
も
細
か
い
作
業
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
、
時
に
は

笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
楽
し
く
行
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

体
験
終
了
後
は
、
店
内
に
売
っ
て
あ
る
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
風
鈴
、

グ
ラ
ス
な
ど
、
お
土
産
と
し
て
も
購
入
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
予
定
と
し
て
い
た
全
て
の
行
程
終
了
後
は
、
宿
泊
先
の
「
新
富
良
野
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
」
へ
直
行
の
予
定
で
し
た
が
、
時
間
が
少
し
で
き
た
の
で
富
良
野
マ
ル
シ

ェ
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
ホ
テ
ル
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ホ
テ
ル
を
出
発
後
、
農
協
へ
直
帰
の
予
定
で
し
た
が
、
時
間
に
余
裕
が

で
き
た
た
め
、「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
工
場
」
で
貯
蔵
庫
な
ど
を
見
学
し
、
売
店
で
買
い
物
後
、

ぶ
ど
う
畑
を
眺
め
な
が
ら
、す
ぐ
近
く
に
あ
る「
カ
ン
パ
ー
ナ
六
花
亭
」に
も
立
ち
寄
り
、

み
ん
な
で
ア
イ
ス
や
焼
き
餅
を
食
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
新
得
町
の
「
そ
ば
処 

み
な
と
や
」
で
昼
食
を
と
り
、
農
協
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
行
程
に
は
な
い
予
定
を
組
み
込
み
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の

下
無
事
に
終
了
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
で
き

な
い
体
験
や
温
泉
に
浸
か
る
こ
と
で
、
日
頃
の
疲
れ
な
ど
少
し
で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
の
春
・
秋
の
視
察
研
修
先
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
是
非
、
事
務
局
ま
で

ご
提
案
を
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！

通信女性部

富良野
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　令和元年６月２日㈰に、厚岸町糸魚沢
497番地の原野で、厚岸町民の森づくりの
ために植樹祭が行われ、ミズナラ、シラカ
バ、ハンノキなど2557本を植えました。
　当ＪＡや厚岸漁協、厚岸町森林組合など
で構成される「厚岸町民の森造成実行委員
会」が主催し、2000年より毎年実施してい
る恒例行事であり、好天にも恵まれ町内外
より535名ほどの参加でありました。
　ＪＡ役員をはじめ全職員が参加したほか、
青年部員や地域の農家の方々も参加いただ
きました。
　豊かな森は降り注ぐ雨を蓄え、川へ注ぎ
河畔林や下流域を豊かにしながら、豊かな
海の恵みを育み、雨となりまた森へと循環
されます。
　参加された方々は日当たりの良い斜面に、
慣れた手付きでクワやスコップで穴を掘り、
小さな苗木を植えていました。
　植樹終了後には、ＪＡ女性部やＪＦ女性
部の方々の協力により、カキフライやあさ
り汁、「極みるく」なども配られ、青空の
下で楽しい昼食のひと時を過ごし植樹祭が
終了しました。
　参加や準備に携わった方々大変お疲れさ
までした。

地域の出来事地域の出来事地域の出来事
クローズアップ

厚岸町民の森植樹祭厚岸町民の森植樹祭
森から海へ、そして再び森へ。
自然の大きな循環とともに…。
森から海へ、そして再び森へ。
自然の大きな循環とともに…。

青年部員も

多数参加して

いただきまし
た。

女性部
中山副部長も

炊き出しのお手伝い
ご苦労様でした。

地域の小中学生も多数参加しておいしい昼食をいただきました。
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　ホクレンは首都圏の主婦層を対象に４月25日か
ら27日までの期間で東京ビッグサイトにて開催さ
れた「第12回ホビークッキングフェア」の手作り
料理イベント「ふれあいクッキング☆スタジア
ム」に出展し、北海道産馬鈴しょでん粉100%の
顆粒片栗粉「とろりんぱっ」をＰＲしました。約
180名を超える主婦の皆
様が「とろりんぱっ」
を使った「カリカリ豚
丼」の作り方を体験し、
同商品の手軽さに驚き
声をあげていました。

ホ ク レ ン JA北海道厚生連
　遠軽厚生病院では、新たな健診（オプション）と
して、膵臓・胆のうドック及び乳腺エコー検査を
開始いたします。受診できる人数については限り
がございますが、皆さまの健康のお役に立てるよ
う今後もニーズに合
った検診を提供して
いきたいと思います。
　詳細は、病院へお
問い合わせいただく
かホームページ等で
ご確認ください。

J A 北 海 道 信 連
　毎年６月、ＪＡバンクで年金をお受取りされて
いる方を対象に、窓口で「招福ようかん」をプレ
ゼントする「年金感謝ウィーク」を開催していま
す。今年は、6月10日～ 28日の期間で開催しまし
た。期間中、北海道警察と連携して、特殊詐欺被
害防止に向けた合同の啓
発活動を全道６ＪＡ（６
店舗）で実施しました。
ＪＡバンク北海道は、地
域住民の暮らしや財産を
守る地域貢献活動に引続
き取組んで参ります。

JA共済連北海道
　ＪＡ共済連は、（一財）北海道交通安全協会に
飲酒運転撲滅うちわ５万本、（公社）北海道交通
安全推進委員会に夏の交通安全運動ポスター９千
枚・チラシ５万枚を寄贈しました。「全道小・中
学生交通安全ポスターコンクール」2018年度入賞
作品が掲載されており、全
道各地で掲示やイベント会
場で配布される予定です。
このような活動で地域住民
の安全意識の高揚を図り、
安心と安全の地域づくりに
貢献してまいります。

JA北海道中央会
　ＪＡグループ北海道は、６月13日に吉川農林水産大臣、森山ＴＰＰ等対策本部長をはじめとした自民党
農林幹部、道内選出与野党国会議員に対し、日米貿易協定交渉に関する生産現場の不安や懸念を訴えるた
めの要請を行いました。要請には、ＪＡ北海道中央会、連合会の役員ら約20名が参加しました。トランプ大
統領がＴＰＰには縛られないことや、期限ありきの合意について言及したこ
とを受け、生産現場で戸惑いが広がっていることから、改めて国内農業に与
える影響を検証し、期限ありきの交渉を行わないことなどを求めました。
　吉川農林水産大臣からは、農業関係についてしっかり守る考えがあること
や、森山本部長からは、早期の合意に関して否定的な見方が示された他、野
村農林部会長からは、昨年９月の日米共同声明以上のものにはならない、と
いった発言がありました。今後も、北海道の農家、組合員が安心して営農で
きるよう取り組んで参ります。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

信通グループJAグループJA
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釧路農業改良普及センター釧路東部支所

新しい乳成分“FFA”を知る
　皆さん、ＪＡ釧路太田でも昨年か
ら集乳旬報で新しい項目「ＦＦＡ」
の表記が始まっています（図1）。今
月はこのＦＦＡについて考えていき
ます。

  ⑴ＦＦＡって何？
　ＦＦＡは、Free Fatty Acid＝遊離脂肪
酸の略で、牛乳の風味を測る指標の１つ
です。
　乳脂肪は、グリセロールと３つの脂肪
酸でできています（図２）。そこに脂肪
分解酵素（リパーゼ）がはたらくと、グ
リセロールから脂肪酸が遊離しＦＦＡと
なります（図３）。ＦＦＡのうち酪酸など
揮発性の高い脂肪酸は臭いを発するた
め、極端に多い場合は牛乳の風味異常に
つながります。脂肪酸分解による風味異
常をランシッド臭といいます。

  ⑵ＦＦＡ値の目安は
　２.０ミリモル/100g脂肪を超えるとランシッド臭のリスクが増大します。

  ⑶ＦＦＡを高めないために、農場段階でできること
　搾乳・冷却機器の面と飼養管理の面を確認する必要があります。
ア．搾乳・冷却機器の留意点
　生乳が物理的に衝突すると脂肪球を包んでいる膜が破
壊され、分解されやすくなります。そのため、生乳の過
度な攪拌、凍結、泡立ちは異常風味の原因の1つになり
ます（写真１）。ＦＦＡの異常が続く場合は、ミルカー・
クーラーも確認しましょう。
●パイプラインの過度（無駄）な屈曲
●パイプライン内へのエア流入
●バルククーラー内での生乳の凍結（例：乳投入後、ア
　ジテーターに届くまで時間がかかり、その間に凍結
　する。）など

図１　ＦＦＡの欄が追加された集乳旬報（イメージ）

図２　正常な乳脂肪 図３　分解した乳脂肪

写真１　生乳は泡立てないように管理

グ
リ
セ
ロ
ー
ル

脂肪酸

脂肪酸

脂肪酸

グ
リ
セ
ロ
ー
ル

ランシッド臭

遊離
脂肪酸

脂
肪
分
解
酵
素

遊離
脂肪酸

脂肪酸
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イ．飼養管理の留意点
　牛の体調も脂肪分解に影響します。草を十分に食い込ませ、健康
なルーメン発酵を維持することが風味異常のリスクを軽減します。
ア 粗飼料の十分な給与
　粗飼料が不足すると、ルーメン発酵で得られる脂肪酸の組
成も酪酸が多くなります。粗飼料を十分食い込ませましょう。

イ 暑熱対策
　暑くなると、牛はルーメンでの発酵熱が高い粗飼料を嫌い、
濃厚飼料を選び食いする傾向にあります。暑熱対策をしっか
り行い、粗濃比が崩れないようにしましょう。

ウ 周産期の採食量低減の防止
　分娩後、採食量が極端に落ちると、牛は体脂肪を動員しま
す。体脂肪動員は、脂肪分解酵素を活性化させます。乾乳期
の適切な管理は、風味異常の防止にもつながります。

農作業事故を防ぐため、心に余裕をもって作業を行いましょう！

写真２　健全なルーメン発酵が
　　　　生乳のおいしさにもつ
　　　　ながる。

あっけし極みるくソフトクリームあっけし極みるくソフトクリーム

生乳とカカオの
風味を活かし
甘さをひかえた
さらりとした口当たり

珈琲のほろ苦さが
生乳をひきたて
後味すっきり

生乳とカカオの
風味を活かし
甘さをひかえた
さらりとした口当たり

購　買　課通信

極みるくソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくソフトクリーム定 番

極みるくチョコソフトクリーム週替り

極みるく珈琲ソフトクリーム週替り

生乳をふんだんに使用し
自然な甘さで後味さっぱり
定番のミルク味

生乳をふんだんに使用し
自然な甘さで後味さっぱり
定番のミルク味

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

珈琲のほろ苦さが
生乳をひきたて
後味すっきり

※機械の洗浄等により販売していない場合もあります
　ので、お気軽にお問い合わせください。

TEL52－7154　営業時間／8：40～16：45
Ａコープくしろおおた

チョコ味と珈琲味はＡコープ限定

７月 週替りメニュー予定表

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 １ ２ ３ ４

極みるくソフトクリーム
極みるくチョコソフトクリーム

極みるくソフトクリーム
極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくソフトクリーム
極みるくチョコソフトクリーム

極みるくソフトクリーム
極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくソフトクリーム
極みるくチョコソフトクリーム

火 水 木 金 土 日月
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釧路管内当 農 協
101.4％
100.9％

99.8％
98.9％

99.9％
100.0％

６月上旬
累　　計

全　　道

第４回 令和元年６月13日㈭理事会報告

１．令和元年６月上旬現在の生乳生産状況及び５   
　　月末クミカン取引状況について

２．特定組合員の経営状況について

３．組合員の加入及び脱退について
正組合員　１名加入　１名脱退

４．理事に対する資金の貸付に係る報告について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項

１．各種貸付金の貸付承認について
営農資金　２件

２．退任役員に対する役員退職慰労金の支給方法
　　及び支給時期について

３．固定資産の取得について
生乳検査機器１台
哺育育成センターＤ型ハウス２棟

４．ＪＡ釧路太田畜産環境整備助成事業の取りま
　　とめ結果について

５．令和元年度　ＪＡ組合員旅行の実施について
令和元年10月15日～18日（３泊４日）
南九州方面

議 決 事 項

２ ㈫

４ ㈭

５ ㈮

10 ㈬

11 ㈭

15 ㈪

17 ㈬

新和衣料外販（～４日）

外国人巡回（～９日）

一般市場

Ａコープ釧路地区統一特売

Ａコープ特売

乳牛市場

一般市場

海の日

第５回　理事会予定

Ａコープ特売

一般市場

ＪＡ野球大会（釧路市民球場～21日）

Ａコープ特売

一般市場

馬市場

Ａコープ特売

酪農実習生受入協議会
　　　　キャンプ交流会（～26日）

18 ㈭

20 ㈯

24 ㈬

25 ㈭

29 ㈪

31 ㈬

行事予定7月
令和元年
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　このたび、一身上の理由により６月末日をもって退職するこ
とになりました。
　在職中は、色々なことにお力添えを頂き大変お世話になりま
した。共済担当として、ＪＡ共済を通じ多くのお客様と関わる中
で伝えることの難しさや、自動車共済掛のグレードアップをお
勧めした際にはプランを変更して頂き達成感を感じることがで
きました。至らない点が多くご迷惑をおかけしたこともあった
かと思いますが、とても親切にして頂き本当にありがとうござ
いました！！
　今後は、ＪＡの利用者として釧路太田農協を一番に応援し、陰
ながら支えさせて頂きたいと思います。ＪＡ職員として培った知
識を糧に新たな目標に向かって一生懸命頑張ってまいります。
　短い間でしたが、お世話になりました。

金融課　共済係　上　杉　由　佳

管　理　課通信

九州南部 宮崎・鹿児島を巡る旅九州南部 宮崎・鹿児島を巡る旅
宮　崎：青い海岸線が続く日南海岸でモアイ像を眺め、鵜戸神宮なども参拝。
　　　　日本有数の農業国で南国リゾート気分を満喫しましょう！
鹿児島：明治維新で活躍した「西郷隆盛」ゆかりの地、海上に浮かぶ活火山「桜島」がシンボルの地で、歴史と
　　　　温泉を満喫しましょう。焼酎王国でうまい焼酎と黒豚・薩摩地鶏などのグルメも堪能！

●どなたでも結構ですので、お気軽にお問い合わせ、ご参加ください。●

10/15㈫　釧路空港→羽田空港→宮崎空港→青島温泉 ANAホリデイインリゾート宮崎（宿泊）
10/16㈬　鵜戸神宮→飫肥城下町→昼食→坂元のくろず「壺畑」情報館→有村溶岩展望所→桜島港
　　　　　→鹿児島港→ホテル法華クラブ鹿児島（宿泊）
10/17㈭　仙巌園・尚古集成館→維新ふるさと館→昼食→知覧特攻平和記念館→知覧武家屋敷
　　　　　→指宿シーサイドホテル（宿泊）
10/18㈮　池田湖→鹿児島かるかん工場→昼食→鹿児島空港→羽田空港→釧路空港

2019年10月15日㈫～18日㈮（3泊4日）
南九州方面（鹿児島県・宮崎県）

170,000円（概算）ホテル２名１室利用
2019年８月31日

ＪＡ釧路太田 ☎0153－52－7151 管理課（担当：和田）お問い合せ・お申し込み先

視察日程

JA釧路太田組合員親睦旅行

概算経費

申込期日

視 察 先

旅
　
程（
予
定
）

(いらっしゃ
い)

おじ
ゃったもんせ

鹿児島へ
！！

鹿児島へ
！！



● 編 集 後 記 ●

農協だより

2019.７  №20

広場みんなの広場みんなの
コミュニケーション

　身近で起きた出来事やベストショット写真、ＪＡに対するご意見・ご要望など、読者の皆様
からのご応募お待ちしております。
　別紙の応募用紙に氏名・住所・電話番号を記入して、ＪＡ釧路太田事務所・Ａコープおおた
店・ホクレン太田・尾幌スタンド・酪農支援センターにある応募箱に投函してください。大募集!!

記事・写真・イラストなど

　4月16日、子ねこが6匹産まれましたが、4匹
死んで、今2匹が懸命に生きるためがんばってい
ます。　　　　　　　　（ペンネーム／子ねこ）

　草が始まりましたね!!関係者の方々頑張ってくだ
さい!!　　　　　　　　　（ペンネーム／あん子）

魚を食べるスピノサウルス
（ペンネーム／チコちゃん５才）

（ペンネーム／るいびっち）

　牧草の刈り取りが始まり、小中学校では運動会、
太田の夏の始まりが感じられます。
　　　　　　（ペンネーム／コンサ大好き親父）

　いつも楽しみに見ています。毎月しっかりファ
イリングしてますよ～！クロスワード解けてスッ
キリです！当選しますよーに！
　　　　　　　　　　　（ペンネーム／ラムネ）

　「暑～い !!」「寒～い !!」と毎日身体が疲れますね。
今年は牧草の伸びも順調で良質な草が出来ると良
いですね。美味しい牛乳を作りましょう !!
　　　　　　　　　　　（ペンネーム／ラムネ）

　今月も「ＪＡくしろおおた」を読んで頂きありがとうございます。
農作業も一番忙しい時期かと思われますが、Ａコープの店舗の方も、牛乳やソフトクリーム目当てのお
客様で毎日にぎわっております！これから夏本番、ソフトクリームをたくさん販売していきたいです！
インスタ映えする、キレイな形のソフトクリームを作れるように頑張ります！
※ソフトクリームの販売につきまして、毎週月曜日の午前中は機械のメンテナンスの為販売を一時休止
　しています。月曜の午後からは通常通り販売しています。ご了承のほどお願い致します。

編集担当／Ｙ.T　


